
　　　　

▼卓話予告

2/1　平和と紛争予防/紛争解

決月間に因んで　三宅　博会員

2/8　「ハラスメントについて」

　　　　　　中矢才子様

初詣参拝

　日本人にとって、神社は身

近な存在であり、元旦には初

詣をする人が多くおられます。

　京都の伏見稲荷は、近年外

人旅行客の人気スポットであり

ます。彼らのお目当ては、朱

色の華やかな、千本鳥居であ

ります。これらは企業や個人

が、商売繁盛やお礼に奉納さ

れたもので、現世利益を神社

やお寺に期待するのはいかが

なものか、という批判は多くあ

ります。

　たしかに現世利益を宗教に

求めてもなかなか成就しない

だろうし、見返りに多額の寄付

を要求するのは、真の宗教家

ではないことも明らかでありま

す。

　なぜ、私達は、神社に行くの

でしょう。「苦しい時の神頼み」

というように、何かお願い事を

お祈りする。信仰とは、魂の救

いを求めるものです。

　日本の経営者は、もちろん

必死で働くのだろうが、どこか

で人事を尽くして天命を、待

つという考え方や縁、巡り合わ

せ、時代の勢い、などいろん

な偶然が、重ならないと成功し
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八尾ロータリークラブ　テーマ

会長　山本　昌市

奉仕への情熱と創意を
積み重ね、品格を高めよう

国際ロータリー　テーマ

国際ロータリー 会長　ジョン・ジャーム

人類に奉仕する
ロータリー

国際ロータリー 第2660地区　テーマ

国際ロータリー  第2660地区  ガバナー　松本  進也

The Ideal of Service
ロータリーの根幹精神

言行はこれに照らしてから

１．　真実か　どうか

２．　みんなに公平か

３．　好意と友情を深めるか

４．　みんなのためになるか　どうか

四つのテスト

八尾ＲＣバナーの主旨
「我々のクラブは、老いも若きも
相手を敬愛し、和気あいあい、
楽しいクラブライフを送っている
ことが誇りであります」
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▼開　会　「点　鐘」

▼ロータリーソング

　　「我らの生業」

▼ゲストの紹介

　　　米山奨学生　三宅　建様

▼ビジターの紹介

　　　Mr. Alice B. Coronel

（大阪柏原高等学校英語教諭、

　North Bay East RC フィリピン）

▼出席報告

▼その他の報告

▼会務報告

　「会長の時間」「幹事の時間」

▼ＳＡＡ報告　ニコニコ箱

▼卓　話

　　　「人生を振り返って」

　　　　　中西　啓詞　元会長

▼閉　会　「点　鐘」

会 長 の 時 間

 



ないと思っている。ビジネスも

研究もあらゆる面で、人間の

能力と努力だけで成功するわ

けではないと知っているほうが、

謙虚で現実に近いのではない

でしょうか。

　確かに、人生には、自分だ

けの力では、思うに任せない

事が沢山あります。

　自分が努力すれば全て上手

く行く、というほど世の中は甘く

ありません。

　人生には、自分では、コント

ロールできない物があります。

だからこそ、昔の人は、神様の

ご加護を得ようと、参拝し祈っ

たのでしょう。

　「神仏を敬いて神仏にたよら

ず」は、戦国時代の剣豪・宮本

武蔵の言葉として伝えられて

います。宮本武蔵は、吉岡一

門と決闘するときに、神社の前

を通りかかったので、手を合わ

せようとします。しかし、神仏に

勝利を祈っているようでは、武

芸者として負けていると思い直

して、戦いに挑んだという、有

名な話があります。武蔵は、拝

まずに勝わけです。それは一

見自力に見えるけれど、彼の

頭の中に閃いた光というのは、

人に頼るな、自分で頑張れ、と

いう神頼みではないかと言わ

れております。

　人間は一人では生きられな

い。特に、老いてからは、どん

な形であれ、人の手を借りな

ければなりません。自力で頑

張ろうとしても苦しくなる一方

であります。

　神社に参拝する事の意味は、

そのことによって、自分の内面

が変わる事にある、とかんがえ

られます。神前で手を合わせ、

日常の雑事から離れた空気の

中で、自分の心をととのえる。

そのことによって、次へ良い方

向に弾みがついて行く。

　たとえ、ビジネスの99％は、

緻密な論理や経験上の証拠

に基づく物としても、最後の１

％に、気合というか、勢いとい

うか、精神性が必要とされる。

神社に参拝する現代的な意

義は、その１％の心を整える

事にあります。

　心を整える一つの句読点と

して、精神だけでは勝てない、

心は無視できない、心を整え

る方法論を、もっと考えたほう

が良いのではないでしょうか。

▼14日に地区の国際奉仕委

員長会議が開かれ、稲田委員

長に出席いただきました。

▼2016年の手続要覧をご希

望の方は、事務局へお申し込

みください。

▼福田　隆教　会員

　職業奉仕についての記事で

は、日本では職業奉仕の概念

が上位にあるが、それは正し

いのか、世界との意識のギャッ

プもあるのではないか、といっ

たことが書かれています。ＲＩ

会長も、ロータリーは転換期に

あると述べておられます。

　また、ロータリー研究会のリ

ポートが掲載されております。

　この他にも興味深い記事が

いろいろとございますので、ぜ

ひお読みください。

　講演記録では毎月興味深い

内容が紹介されていますが、

今月は「世界に売れる Made 

in Japan」がテーマです。

▼国際奉仕委員会・

　　　稲田　賢二　委員長

　14日に地区委員長会議が開

かれ、出席しました。いろいろ

と勉強してきたので、次年度の

委員長にも引き継ぎます。

　また台北東RC訪問と現地企

業視察を3月5～7日に予定し

ております。本日回覧しますの

で、ご参加ください。

「リーダー研・自然の中で」

▼八尾市教育委員会事務局

指導課・黒井 健之 指導主事

　八尾ＲＣ様に共催いただい

た「リーダー研」「自然の中で」

について、報告させていただ

きます。

　改めてこれまでご支援いた

だいてきましたことに、この場

をお借りしてお礼申し上げま

す。写真も交えながらご報告し

ロ ー タ リ ー の 友 紹 介

幹　事　報　告 

卓 　 　 　 話

そ の 他 の 報 告



ます。

　リーダー研は8月16日に開催

しました。市内中学校の生徒

会などから50名、教職員20名

が参加しました。当日は八尾Ｒ

Ｃの山本会長にも、ご挨拶を

いただきました。

　体を使ったアクティビティで

交流を深め、後半は学校のあ

り方など話し合い、議論しまし

た。

　アクティビティでは「どうすれ

ばもっとうまくできたのか」など

の振り返りも行いました。ここで

学び経験したことを、２学期以

降に活かしていってほしいと

思います。

　そして12月には、上之島中

学の２名が八尾市の代表とし

て、大阪府の中学校生徒会サ

ミットに参加しました。二人は

当日、府議会議場で議長と副

議長の大役を立派に務めてい

ました。

　もう一つの「自然の中で」は、

不登校などの課題を抱える子

どもを対象とした事業です。こ

こでの体験を通じて社会生活

への適用を試みるものですが、

今年は小中学生26名が参加

しました。出発前には、山本会

長から励ましのお言葉をいた

だきました。

　現地ではナイトウォークなど

も行い、大阪では味わうことで

きないことを子どもたちは経験

できたと思います。

　八尾ＲＣ様からも10名もの

方々にご参加いただき、励ま

していただきました。ありがとう

ございました。おかげで子ども

たちも、教員だけでなく、多く

の大人とも関わることできたと

思います。

　そして今年は、沢登りも行い

ました。去年は残念ながら雨

で中止でしたが、ライフジャケ

ットを着用し、手をとりあいなが

らみんなで進んでいきました。

中には最初「絶対行かない」と

拒んでいたものの、最後には

楽しく遊んでいた子もいました。

　３日目は野外炊飯で、カレー

ライスを作りました。グループ

ごとに懸命に頑張る姿が見ら

れました。

　同じような境遇の子どもがと

もに食べ、寝て、心のエネル

ギーを充電できるいい機会だ

ったと思います。

　この事業が終わった後には

毎年、子どもたちになにがしか

の変化が見られることが各学

校から報告されています。

　八尾ＲＣ様にはさまざまな支

援をいただき、本当にありがと

うございます。今後も力を入れ

て努力してまいります。

▼八尾市小・中学校

　生活指導研究協議会・

　　　　久保　博義　会長

　今年度も八尾市の子どもた

ちのためにご支援いただき、

ありがとうございます。

　今年も活動を経験した子ども

たちの顔を見て、大きな成果

があったと感じています。

　２学期に入ってからの状況に

ついて、ご報告します。リーダ

ー研の参加者は、事業の当日、

最初は教員の目を気にしなが

ら活動していましたが、やがて

時間がたつにつれ、自分たち

だけで取り組む姿が見られま

した。

　「自然の中で」では、人とか

かわることで自信が持てたの

ではないかと思います。おか

げで運動会に積極的に参加

できるようになった子もいるそう

です。意欲が出て、それを褒

められて、ますます積極的に

なったという報告も入ってきて

います。

　友達が増えた、という子も多

いです。相手に反応できるよう

になったことで友達ができ、学

校へ行くのが楽しくなった、と

いう声も届いています。

　今後もご支援、ご理解、ご協

力をよろしくお願いいたします。



▼山本（昌）会長　本日、教育

委員会の皆様、卓話よろしく

お願い申し上げます。

▼山陰幹事　久保様、黒井様

本日卓話よろしくお願いいた

します。

▼中西（啓）会員 在籍内祝い。

▼寺坂会員 所用につき本日

早退させて頂きます。

▼山本（勝）会員 村本様、先

週は大変お世話になりました。

楽しかったです。

▼中川（廣）・津田会員　誕生

内祝い。

▼今西会員　明けましておめ

でとうございます。初例会欠席

お詫び。

▼吉本会員 ご夫人誕生日。

▼山田会員　会員の紹介お

願いします。

▼濱岡会員 いつもニコニコへ

のご協力ありがとうございます。

▼奧谷会員　コーヒーありがと

うございます。

▼長竹会員　来週２５日、次年

度第１回被選理事会宜しくお

願い致します。

▼吉田会員　久保校長先生、

黒井様卓話よろしくお願いし

ます。

▼松村会員　ご夫人誕生日。

例会欠席お詫び。

▼西村会員　皆様、ニコニコ

箱のご協力をお願い致します。

▼清水会員　風邪のトリプル3

をやってしまいました（熱、鼻、

喉）。皆様も、体調に気を付け

て下さい。例会欠席お詫び。

八尾ロータリークラブ会報 クラブ広報委員会
お気付きの点がございましたら、
広報委員会までご一報下さい

委員長 ▼ 小谷　逸朗　　副委員長 ▼ 奥谷　英一
委 　員 ▼ 池尻　誠　　吉本　憲司

■ 出席報告

月日

12/21

1/11

1/18

会員数

58

58

58

出席

46

45

40

（内出席規定適用免除者）

10

8

6

メークアップ

2

出席率

83.64％

84.91％

78.43％

確定出席率

87.27％

今 後 の 予 定

月 火 水 木 金 土 日

理事会
新年初例会

（休会）

国際協議会
（アメリカ・サンディエゴ、15～21日）

月 職業奉仕月間

ニ　コ　ニ　コ　箱

月 火 水 木 金 土 日

補助金管理
セミナー

理事会

月
平和と紛争予防
／紛争解決月間
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